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議員をしていると、障害者を子供に持つ方とよくお話をする機会があります。異口同音にしておつしゃ
られることは『私たち親が死んだあと、この子は幸せに暮らせる場所があるのだろうか』という心配の声
です。親亡き後の障害者が、知り合いもいて慣れ親しんだ地域で安心して暮らしていくためにはグループ
ホーム|まなくて|よならない存在であり、誰しもが将来、障害者になる可能性があることを考えれば、人が
住んでいるところであればどこにでも設置できるようにしておくことが大切であると考えます。

賛否で三分した9月議会
今年度、私は都市計画審議会の議会選出委員をしていることもあり、まず、審議会の中で今回の地区計

画案の問題点を明らかにしました。残念ながらそのまま計画決定されましたが、私の質問や意見を聞い
て同調してくれる委員もおられました。
その後、9月 議会に条例案が提出され審議されることになつたのですが、この条例案を詳細に審議

する建設水道常任委員会で、議決に加わらない委員長を除いて 8名中 6名が継続審査を表明され、一
旦は継続審査ということになりました。今回議決するのはまだ早く、もう少し調査を続けて慎重に検
討したしヽというのが継続審査です。これは異例なことで、市長提出議案が継続審査となるのは少なく
とも私が議員になつてからでは初めてのことでした。
ところがその後、9月議会で議決すべきという考えに変えられた会派が出現し、様々な場面で対応

が協議されましたが、最終的には、議会最終日の本会議で継続せずに採決することとなり、結果、
36名中 20名の議員の賛成で可決となつてしまいました。

でも議会の意思は示された
結果としては可決となってしまいましたが、賛成する会派からも今回の条例について重大な懸念を

示す意見が相次ぎ、今後このような条例は認められないということではほぼ見解が一致している状況
です。
今EDE、 問題のきつかけをつくつた議員として、議決としては残念な結果となりましたが、訴えた主

旨がほぼすべての議員で共有できたのではないかという意味では非常にありがたく感 じ、共に尽力い
ただいた議員各位には感謝と敬意を表したいと思います。また、無所属議員でもこれだけのことが出
来るとしヽう、数の力ではない議員としてのやりがいも改めて感 じたところであり、この経験を活かし
てこれからも頑張つていきたいと気持ちを新たにいたしました。
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こ意見。こ感想などは下記FAXまたはE―mallへどうぞ
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月曜日～木曜日 朝]0時から
夕方5時まで開設しています
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